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令和６年度（一社）新潟県歯科衛生士会　第２回研修会

主　　催　（一社）新潟県歯科衛生士会
日　　時　令和６年10月27日㈰　10時00分～12時00分
会　　場　新潟県歯科医師会館　ハイブリッド開催
講　　師　新潟大学大学院医歯学総合研究科
　　　　　顎顔面放射線学分野 教授　林　孝文 先生
演　　題　 �「歯科衛生士が学ぶ臨床で役立つエックス

線画像とCTのみかた」
内　　容　
・エックス線画像の基本原理について
・�代表的な歯科疾患（エックス線画像、CT、CBCT）

について
・�歯科のエックス線検査における被ばくと安全管理に

ついて
参加者数　55名
感　　想　
　令和６年度 第２回研修会は、ハイブリッド形式で
の開催となりました。臨床で役立つエックス線画像と
CTのみかたについて林孝文先生から大変わかりやす
くご講演していただきました。基本的なエックス線画

像やCT画像のみかたやポイントの他に、実際のエッ
クス線画像やCT画像を元にそれぞれの症例ごとの典
型的な画像の見え方についてもお話いただきました。
エックス線画像やCT画像は、臨床の場では診断や治
療計画において不可欠なツールとなります。日々の診
療の中で意識的にエックス線画像やCT画像を見るこ
とが大切だと感じました。また、私たち医療従事者の
放射線被ばくの安全管理や防護の三原則についてもお
話いただき、明日から臨床の場で活かすことができる
大変貴重なご講演となりました。
� 報告者　学術委員　生野美絵

令和６年度地域ケア個別会議助言者歯科衛生士育成研修会

主　　催　新潟県歯科衛生士会　地域保健介護予防班
日　　時　令和６年11月16日㈯　14時00分～15時30分
会　　場　済生会新潟県基幹病院　多目的ホール
講　　師　新潟県地域包括ケア支援専門職協議会
　　　　　実行委員　山﨑　喜代子・船岡　陽子
演　　題　

「地域ケア個別会議での困りごとを解決しよう！」
内　　容　
・講義　「歯科衛生士の役割・視点について」
　　　　� 船岡　陽子
　　　　「歯科衛生士として効果的な助言について」
� 山﨑　喜代子
・グループワーク
　�「地域ケア個別会議参加時不安に感じていること・

専門職として適切な助言ができているか・スキル
アップしたい・困りごと・体験談を語ろう」

参加者数　16名
感　　想　
　久しぶりの参集型での研修会。顔を合わせての講
義・グループワークは、とても有意義なものであっと
いう間に時間が経過しました。参加者のほとんどが「地
域ケア個別会議」に参加しており、歯科衛生士として
の視点や効果的な助言については、復習も兼ねてよい
学びの機会となったと感じています。参加者の多くは、
専門職としての助言に少なからず不安をいだいている
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第45回全国歯科保健大会・厚生労働大臣表彰を受賞して

主　　催　厚生労働省・熊本県・熊本市・
　　　　　（公社）日本歯科医師会・
　　　　　（一社）熊本県歯科医師会
日　　時　令和６年11月２日㈯　12時30分～16時30分
会　　場　熊本城ホール
来場者数　約200名
感　　想　
　「第45回全国歯科保健大会」において表彰を賜り身
に余る光栄に存じます。ご推薦いただいた新潟県歯科
衛生士会、ならびにご尽力いただいた関係者の皆様に
心より御礼申し上げます。
　昭和60年から新潟県歯科衛生士会理事として、会員
の歯科衛生業務の実践力・指導力の向上のための研修
会企画運営に力を注いでまいりました。その結果、会
員数の増加にもつながりました。また、歯科医師会や
行政と協働し、地域のフッ化物塗布や歯科衛生指導に

参画し、子どもたち
のむし歯予防の一端
にも貢献してきまし
た。ご存知のように
新潟県が12歳児のむ
し歯数が全国最少23
年連続日本一になっ
ています。平成16年
からの会長として災害支援活動の派遣調整や実務に携
わってきたことや、日本歯科衛生学会の新潟開催に貢
献できたことも忘れられません。
　社会貢献のため、歯科衛生士の力は多岐に必要とさ
れています。これから若い歯科衛生士が希望を持って
この職業を続け、さらに職業として選んでもらえるこ
とを願っています。
� 報告者　監事　三富純子

ことがわかり、体験談等を通して情報を共有すること
であるあるの意見に大いに盛り上がりました。今後も
このような機会を定期的に設けることも考えていきた
いと思いました。そして、より適切な助言を行えるよ

うに日々研鑽を積んでいく必要があると改めて感じま
した。
報告者　新潟県地域包括ケア支援専門職協議会実行委員
� 船岡陽子

令和６年度オーラルフレイル予防研修会

主　　催　新潟県歯科衛生士会
日　　時　令和６年11月３日㈰　14時00分～15時30分
会　　場　アトリウム長岡（ハイブリッド開催）
講　　師　新潟県歯科衛生士会　上越ブロック長　
　　　　　地域活動歯科衛生士　樋口　聖子 氏　
演　　題　「令和６年度オーラルフレイル予防研修会」
内　　容　
・講義　iPad活用講座
　　　　～地域で実践しているiPad活用術～
・演習　iPadで口腔機能測定
　　　   ・�くちけん：オーラルディアドコキネシス、

RSSTテスト
　　　   ・毎日パタカラ
　　　   ・咀嚼力判定ガム
　　　   ・HAGUKI CHECKER（ハグキチェッカー）
参加者数　18名
感　　想　
　新潟県歯科衛生士会では、新潟県よりオーラルフレ
イル予防促進事業を受託し、その中で、昨年度から
iPadを導入し、研修会を開催いたしました。既に地域
保健活動でiPadを活用している上越ブロック長の樋口
聖子先生に講師をしていただき、iPadの活用法をご講

義いただきました。
　研修会の講義では上越ブロックでのiPadを活用した
地域歯科保健指導の様子ややり方、口腔機能測定アプ
リをご紹介いただきました。その中でも桐生市の歯科
医師会が提供しているアプリ「くちけん」はiPadで口
腔機能測定でき、それを記録でき経過を追える所が画
期的な指導法と感じました。
　演習では実際にiPadとスマホでアプリを使用して、
自分の口腔機能や歯茎、咀嚼力を測定しました。体験
してみると自分の口腔の状態がわかり、自身の口に関
心が持て、指導される側の体験ができました。研修会
は全体を通して実践的でわかりやすく、今後の業務に
活かして行きたいと思いました。
� 報告者　理事　大平有香
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令和６年度　全国病院歯科衛生士連絡協議会

主　　催　公益社団法人　日本歯科衛生士会
日　　時　令和６年９月22日㈰　14時50分～16時45分
場　　所　朱鷺メッセ　新潟コンベンションセンター
　　　　　中会議室　302
内　　容
・講　　演　「歯科保健医療に関する最近の動向」
　厚生労働省医政局（前）歯科保健課長　小椋正之先生
・ワークショップ　�歯科衛生士ラダーの活用～歯科衛

生士力の評価について～
感　　想
　講演では、令和７年度概算要求の歯科保健医療施策
の概要において、歯科医療従事者等の資質向上の予算
が前年度より増加していることから、歯科専門職の人
材確保や資質向上が求められていることのお話を伺い
ました。ワークショップでは日本歯科衛生士会病院委

員会が作成した「歯科衛生士ラダー（仮称）」より、
患者の特性や臨床状況を５つ設定し、レベルに合わせ
た具体的な実践例を作成しました。歯科衛生士力評価
のための具体的な実践例を作成することで、自身がど
こまでできているか把握しやすく、どの能力を伸ばす
ことができるかを考えることができることで目標が明
確になると感じました。歯科衛生士の勤務する環境は
病院であっても様々でありその業務内容は多岐にわた
ります。ひとつの指標が存在することで、一旦離職し
たとしても、職場が変わったとしても再度同じところ
からやり直せることができ、目指すべき目標が明確に
なるとどんな環境であっても自身の現状を把握し、目
標が定めやすくなると思いました。
� 報告者　齋藤綾子

令和６年度　関東信越ブロック連絡協議会および研修会報告

日　　時　
10月26日㈯ 13時00分～16時00分 ブロック連絡協議会
10月27日㈰ ９時30分～11時30分 ブロック研修会
場　　所　JA長野県ビル
参加者氏名　薄波清美・山﨑喜代子・船岡陽子
　　　　　　三富純子・中島由佳里
関東信越ブロック連絡協議会
　情報提供�（公社）日本歯科衛生士会会長　吉田直美 

（公社）日本歯科衛生士会関東信越ブロック
� 理事　石川博美
　各都県からの協議事項
関東信越ブロック研修会　テーマ「組織活動の活性化」
　基調講演　「歯科衛生士の専門性を確立するために」
　講　　師　（公社）日本歯科衛生士会会長　吉田直美 
　グループワーク　�「歯科衛生士の専門性を確立する

ために、会が取り組むこと」
　講　　評　（公社）日本歯科衛生士会関東信越ブロック
　　　　　　  理事　石川博美 
ま と め　長野県歯科衛生士会会長　宮嶋典子
次期開催県あいさつ　
新潟県歯科衛生士会会長　薄波清美
感　　想
　今回、初めて関東信越ブロック連絡協議会に参加い
たしました。他県の歯科衛生士会の活動運営を知る、
大変貴重な機会をいただきました。
　一日目のブロック連絡協議会では、各都県の現状や
問題点、取り組みを知ることが出来ました。特に埼玉
県歯科衛生士会からの協議事項「SNSの活用方法につ
いて」では、とても活発な協議がなされました。本県

会でも活用しているZoomはオンライン会議やハイブ
リット形式での研修会を開催する上で、今や欠かせな
いツールとなっています。また公式LINEアカウント、
Instagram、YouTube、XなどのSNSを利用し、活動
報告等の情報発信をしている都県会のお話は画期的で
興味深かったです。
　二日目の吉田直美会長の基調講演「歯科衛生士の専
門性を確立するために」では、歯科衛生士の倫理綱領、
プロフェショナルオートノミーの重要性、医療職職能
団体組織率、各都道府県会の課題などの説明がありま
した。基調講演を受け、グループワークでは「歯科衛
生士の専門性を確立するために、会が取り組むこと」
についての気づきや課題を各グループで考えました。
グループ内の意見交換およびグループ発表は、時間が
足りなくなるくらい盛り上がりました。
　二日間を通して、自己を振り返り、歯科衛生士が専
門職として社会から認知されるために必要なことを学
びました。社会的な役割と責務を意識して活動し、歯
科衛生業務を実践していきたいと思います。
� 報告者　地域保健委員　中島由佳里
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主　　催　中越NST
日　　時　令和６年９月14日㈯　13時30分～16時00分
会　　場　長岡中央綜合病院　２階講堂
講　　師　公立能登総合病院　歯科口腔外科　
　　　　　長谷　剛志 先生
演　　題　
高齢者の「食べる」問題を考える
～誤嚥・窒息の介護事故判例と対策のポイント～
内　　容　
・�高齢期の誤嚥・窒息が介護現場で問題、被災後の問

題点
・高齢者の口腔機能の特徴と窒息・誤飲などの具体例
・「食べる力」を支えるための観点
・誤嚥、窒息の介護事故の判例とその対策
参加者数　74名
感　　想
　中越NST摂食嚥下部門講演会との共催ということ
もあり、歯科衛生士以外にも多職種が参加する研修会
となった。
　前半は、令和６年１月１日に起こった能登半島地震
でのご自身が被災された経験や、歯科医としての災害
現場での対応についてなどをお話しいただき、実際に

必要だったことやものなど大変説得力がある参考にな
るお話でした。
　また、「震災ストレス」で食べる機能や力を落とす
悪循環になっており、現在も災害関連死がある現状で
切実でした。
　そのような話から高齢者が「脱水」になりやすい理
由や「窒息・誤飲」したもの、医療と生活の場の環境
の違いを埋めて「食べる力」を支えるポイント、食形態
マップの活用、医療事故の例から学ぶこと、注意すべ
きなどわかりやすくお話いただき、実のある研修でした。
　高齢者が増加し、私たち歯科衛生士も歯科医療現場
や訪問診療などで接する機会が多くあります。高齢者
の「食べる」は嚥下機能低下により、事故に繋がるこ
ともあり、より一層正しい知識と技術が必要だと感じ
ました。
� 報告者　長岡ブロック　遠藤友美

● 令和６年度 長岡ブロック 研修会 ●令和６年度中越NST摂食嚥下部門講演会共催

主　　催　新潟県歯科衛生士会　長岡ブロック
日　　時　令和６年８月29日㈭　19時00分～20時30分
場　　所　四郎丸コミュニティセンター
参加者数　14名
内　　容
１）県衛での取り組み
２）オーラルフレイル（歯科衛生士指導者研修）ＤＶＤ上映
３）口腔機能向上のための資料説明
４）活動等状況報告
　・�長岡歯科医師会関連（すことも、糖尿病のつどい、

研修会）
　・長岡保健所との連携（働く世代向け動画）
　・�中越NST摂食嚥下部門世話人会（９/14研修会、

11月栄養士会研修会）
　・悠遊健康村病院（連携、病院祭講話）
　・�連携室（パンフレット、ティッシュペーパーなど

介護予防講座に利用）
５）県衛組織図、役割分担の確認
６）災害時緊急連絡
７）会員勧誘について
８）その他　・市長選　・口腔ケア実地研修　等

感　　想
　今年度は、「オーラルフレイル」の研修ＤＶＤを視
聴し、資料を配布し意見交換を行いました。口腔機能
向上講座などの指導を振り返り、基礎知識の再確認や
共通認識を持つ意味で有意義でした。その後、時間内
でどのような指導をするかなど活発な意見交換が行わ
れました。
　また、長岡ブロックの活動状況など、長岡市や県の
歯科の動向も含め報告が行われ、今後の活動内容も共
有出来ました。その他に、役割分担や災害時の連絡方
法など確認し、有意義な会になったと思います。
　今後、もっと多くのブロック会員が参加して顔のわ
かる関係を築き、情報共有出来ることを期待したいと
思います。
報告者　
� 長岡ブロック　田辺千佳子

● 令和６年度 長岡ブロック オリエンテーション ●
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長岡ブロック「すこやかともしびまつり2024」
主　　催　�すこやか・ともしびまつり実行委員会
　　　　　共催　長岡市・長岡市社会福祉協議会
日　　時　令和６年９月14日㈯〜15日㈰
　　　　　10時00分～16時00分
会　　場　
アオーレ長岡および社会福祉センタートモシア
＜歯科ブース＞　アオーレ長岡　ナカマド
内　　容
・歯と口の健口クイズ、アンケート
・こども歯ッピーチャレンジ
・健口テスト（パタカ測定）
・カミカミテスト（咀嚼ガム）
・歯科相談
・歯みがき指導
・型取り体験
来場者数　歯科ブース826名（全体10,000名）
動員歯科衛生士数　13名
感　　想
　福祉と健康を体験して学ぶ長岡恒例のおまつり『す
こやか・ともしびまつり』が二日間にわたり開催され
ました。
　お年寄りから小さなお子様まで幅広い世代の方々が
訪れました。
　来場者にはクイズ・アンケートに答えていただき、
景品の口腔ケアグッズはとても好評でした。今年は、
子供コーナーを設け、子供向けクイズをしてもらい楽
しんでいました。
　また、希望者は歯科相談、歯みがき指導、口腔機能

測定を体験していただき、歯科医師、歯科衛生士と質
問や会話ができる良い機会になったと思います。
　学校でのフッ素洗口が定着していて虫歯予防に関し
ての理解は高かったですが、歯周病予防に関しては、
まだ周知が低いと感じられました。
　こうしたイベントを通して口腔衛生や口腔機能に興
味をもってもらい、気軽に歯科へ足を運んでもらえる
ような活動を今後もしていきたいと思いました。
� 報告者　長岡ブロック　小熊ひろみ

柏崎ブロック「令和６年度刈羽村健康展 お口の健康コーナー」
主　　催　刈羽村
日　　時　令和６年11月２日㈯〜3日㈰
　　　　　９時00分～16時00分
会　　場　刈羽村生涯学習センターラピカ
内　　容　
・�測定コーナー：内臓脂肪測定、骨密度測定、血管年齢

測定、野菜摂取量チェック、自立神経チェッカーなど
・�展示コーナー：生活習慣病、食生活、お口の健康に

関する展示など
・�その他芸能発表や作品展示、サイエンスフェス、お

仕事体験コーナー
来場者数　1,815名
　　　　　（お口の健康コーナー　２日間合計で177名）
動員歯科衛生士数　５名

感　　想
『オーラルフレイル予防で健康に』
　新潟県歯科衛生士会柏崎ブロックでは、11月2〜3日
に開催されました刈羽村
健康展のお口の健康コー
ナーで啓発活動を実施し
ました。柏崎地域振興局
より作成していただいた
アンケートの記入をして
もらい歯ブラシ等物品の
プレゼントを行いまし
た。特に「オーラルフレ
イル」知っていますか？
の質問について高齢者の
方よりも若い世代の方々
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上越ブロック「福祉・介護・健康フェア in 上越」
主　　催　新潟日報・新潟県社会福祉協議会・
　　　　　上越市社会福祉協議会
日　　時　令和６年11月10日㈰　10時00分～16時00分
会　　場　高田城址公園オーレンプラザ
内　　容
・�かむかむチェックシート、YouTube動画『お口の

健康とオーラルフレイル対策』視聴、咀嚼力判定ガ
ム、歯科保健指導等
来場者数　123名
動員歯科衛生士数　３名
感　　想　
　フェア当日はとても良い天気に恵まれ、会場の高田
城址公園オーレンプラザは若いご家族から、高齢者ま
で幅広い年齢層が来場されました。ステージイベント
では『ポンコツ一家』がベストセラーの、にしおかす

みこさんがお話しされ、農福ふれあい広場では恒例の
たまご詰め放題やマジックハンドで秋の味覚つかみ取
り等、ワクワクするイベントが盛りだくさんでした。
歯科保健啓発イベントは、「お口の健康とオーラルフ
レイル対策」として、オーラルフレイルと噛むことの
重要性を知って頂きました。
　アンケート用紙を記入後、まずは、YouTube動画
を視聴しオーラルフレイルを知って頂き、「私もオー
ラルフレイル？」と気づいた方もいらっしゃったと思
います。初めて会ったお隣の方と共感し、お話しして
いる場面もありました。「私は、あ・い・う・べー体
操しているのよ」「ベロ回ししている」など情報交換
や口腔ケアについてもお話しする事が出来ました。噛
むことの重要性については、唾液量の増加や記憶力
アップに皆さん興味をひかれていました。しっかりと

が知らないと答えていたように感じました。チェック
項目やリーフレット（40代から気付いてほしいオーラ
ルフレイル）により啓発をさせて頂きました。
　来場された方の多くは、毎年行っている骨密度測定
や、血管年齢測定を回られていたようです。骨を丈夫
にする、健康維持するためには、食事をしっかり摂る
ことが前提であり、そのためには、お口の健康が第一
です。おいしいものをしっかり噛んで食べるには、オー
ラルフレイル予防が鍵となることも啓発させていただ
きました。
　咀嚼により、唾液の分泌量が増加、脳の活性化など、
お口の健康の大切さを感じてもらいかかりつけ歯科医
院での定期検診を行いながら、歯を大切にしていただ
きいつまでもおいしく安全に食事を摂取していただき

健康に留意してほしいと思いました。
　これからも、皆さんの健康の一助になれるように、
従事していきたいと思います。
� 報告者　柏崎ブロック　吉田友希

県央ブロック「田上町歯科相談会」に参加
主　　催　田上町
日　　時　令和６年11月３日㈰　９時00分～12時00分
会　　場　田上町総合保健福祉センター　１階ホール
内　　容　
・�無料歯科検診、口腔機能測定（舌圧測定、オーラルディ

アコキネシス）、フッ素塗布、ブラッシング指導
来場者数　32名
動員歯科衛生士数　３名
感　　想
　毎年ふるさとまつりと一緒に行われていたが、今年
は歯科相談単独での開催となり、開催時間も午前のみ
と短縮されたが、32名の来場があった。今回、口腔機
能測定で健口くんを使用して、オーラルディアコキネ

シスの測定も行った。初めて来場された20代男性は、
口腔機能の事や歯磨き指導を聞いて、定期的に歯科医
院に通いたいと話されていた。
� 報告者　県央ブロック　吉澤夕美
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学んだ後は、かむかむガムチェックと題し、咀嚼力判
定ガムを噛んで頂きました。親子で一緒に楽しみなが
ら、又は真剣に鮮やかなピンクになるように噛まれる
方もいらっしゃいました。１から10までのカラース
ケールで歯科衛生士と一緒に色の変化を確認しまし
た。50代でも色が薄く、がっかりされる方にはこれを
機会にお口のエクササイズをお勧めし、口元もきれい
になりますよとお伝えしました。
　人それぞれ口の悩みは違いますが、今回このような
イベントでガムを噛むことにより、改めてお口の健康
についても再確認できたのではないでしょうか。
� 報告者　上越ブロック長　樋口聖子

県央ブロック「歯っぴーフェア2024」に参加
主　　催　燕歯科医師会
日　　時　令和６年11月17日㈰　９時30分～12時30分
会　　場　吉田産業会館
内　　容　
・�無料フッ化物塗布、歯科図画ポスター展示、特別公

演、歯科相談　他
来場者数　511名
動員歯科衛生士数　５名
感　　想
　にいがた健口文化推進月間に合わせ『歯っぴーフェ

ア2024』が開催されました。当日は子供連れのご家族
からご年配の方まで大勢の方が来場されました。歯科
衛生士はフッ化物塗布コーナーを担当させていただき
ましたが、予約制と当日希望者を合わせて100名を超
える方へ塗布を行いました。こども縁日では先生方が
奮闘され大盛況でした。
　来場された方には歯やお口のケアの大切さを改めて
実感されるイベントとなり、定期的な歯科検診を受け
ていただけるといいと思いました。
� 報告者　県央ブロック　儀藤道子

佐渡ブロック「令和６年度歯科保健に関する表彰式」に参加
主　　催　佐渡市・佐渡歯科医師会
日　　時　令和７年11月17日㈰　14時00分～14時40分
会　　場　佐渡市役所
内　　容　
・�さど歯っぴーキッズプロジェクト、むし歯予防のた

めの子ども向け合言葉ポスター図画表彰、令和６年
度佐渡8020健口シニア表彰
来場者数　38名
動員歯科衛生士数　１名

感　　想
　令和６年度歯科保健に関する表彰式に出席いたしま
した。
　まず、さど歯っぴーキッズプロジェクトですが、３
歳児歯科健診において親子ともむし歯がないと認めら
れた方々の表彰になります。今回は、11組の親子が表
彰されました。
　次に、むし歯予防のための子ども向け合言葉ポス
ター図画表彰は佐渡市内の小学校２年生の作品が選ば
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・上越ブロック　52名
・柏崎ブロック　20名
・長岡ブロック　42名
・県央ブロック　32名
・魚沼ブロック　28名

・下越ブロック　  35名
・新潟ブロック　239名
・佐渡ブロック　  13名
・県外ブロック　    3名

会 員 の 動 き
会員数　464名（令和６年12月１日現在）

れました。大きく開けた口ときれいな白い歯が描かれ
ていて、楽しく歯磨きをする様子が伝わってくる作品
です。
　最後は、令和６年度佐渡8020健康シニア表彰式です。

こちらは89名の応募の中から、最優秀賞１名、優秀賞
３名が表彰されました。
　最優秀賞を受賞した方は、かかりつけの歯科医院で
定期的に診てもらうことが受賞につながったとおっ
しゃっていました。
� 報告者　佐渡ブロック長　齊藤聡子

主　　催　加茂市
日　　時　令和６年11月23日㈯　12時00分～15時30分
会　　場　加茂文化会館　
内　　容　
◎イベントブースでのお口の健康チェック
・�口腔機能測定（咀嚼判定ガム・オーラルディアドコ

キネシス）、お口の健康相談、歯科グッズ展示・紹介
来場者数　400名
動員歯科衛生士数　３名
感　　想
　「認知症でも失われないものについて～つながりを
探る脳科学～」という演題で、脳科学者の恩蔵絢子先

生のご講演があり、講演開
始前に加茂市三師会と福祉
用具店でのイベントブース
が設けられました。天候が
悪い中でしたが、400名ほ
どの来場があり、歯科ブー
スには30名ほどが立ち寄っ
てくださいました。咀嚼判
定ガムとオーラルディアド
コキネシスでの口腔機能測

定を行い、口腔ケアグッズのプレゼントをさせていた
だきました。ガムを噛む習慣のない方が多かったです
が、咀嚼判定ガムを噛んでみたことにより、「ガムい
いね」「どこで売ってるの？」など多く聞かれました。
口腔機能低下がみられる方へは、口腔体操をお勧めし、
受診の必要性などもお話させていただきました。講演
に合わせて、認知症と口腔の関係について、もっとア
ピールできるような準備が足りなかったことが反省点
となりましたが、口腔に関心をお持ちの方が増えてき
ていることを感じられたイベントとなりました。
� 報告者　理事　迚野和佳子

県央ブロック「認知症とともに生きる 笑顔あふれるまち加茂基本条例」
制定記念講演会に参加
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歯にも歯肉にも
すみずみまで、優しく

輸入元：株式会社クラデンジャパン（スイス クラデン社 日本法人）
販売元： 東京都台東区上野 7-6-9　ユニット・歯科材料・滅菌器のお問い合わせ 0800-170-5541

▲詳細はこちらから
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